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日本青年館は1925 年、全国の青年団が明治神宮造影に労
力奉仕したことを記念して、青年団活動や社会教育の拠点とし
て建てられたホテル・ホールを併せ持つ施設です。今年夏に開
業する新たな日本青年館は1979 年に開業した二代目の後を継
ぐ三代目となり、また、2025 年には誕生100 周年という大切
な節目を迎えるという点でも、三代目日本青年館は大変重要な
役割を担うこととなると言えます。
日本青年館ホテルはその中の宿泊施設として国内さまざまな
お客さまを迎えてきましたが、新しく生まれ変わる日本青年館
ホテルは時代の変化を受け、これまでの日本青年館とは姿形
はまったく異なるホテルとして誕生します。
一方、ホテルとしてのスタイルは大きく変化しますが、青
少年の育成を目的とした公益事業の点など、これまで大切に
してきた点に変わりはありません。
私の役割は、生まれ変わるホテルにおいて、大切なものを残
しながら、同時に新しいエッセンスも加えていくことです。“公
益 ”と “ 利益 ”、“日本における歴史 ”と “ 国際化 ”、“ 団体のお
客さま ”と “個人のお客さま ”、それぞれのバランスを大切にし
ながら、2020 年の東京五輪、2025 年の100 周年を迎えるの
に恥ずかしくないホテルをつくりあげていきます。
近年はホテルの投資としての側面が強くなり、企業によって
は目先の利益を求め過ぎた結果、スタッフが疲弊をしたり、ホ
テルが本来果たすべき役割を見失ったりしているのではないか
と感じることがあります。しかし、私たち日本青年館ホテルは、
そういった盲目的な利益優先主義ではなく、公益事業という点、

ホテルが果たすべき社会、地域に貢献するという点も大切にし
ながら、長くお客さまに、地域に愛されるホテルを目指します。
そのためには、ホテルのハードウェア、ソフトウェア、ヒュー
マンウェア、それぞれが大切です。例えば、ハード面ではホテ
ルとしてもっとも大切な商品である客室の徹底管理を、ソフト
面では多様化するお客さまのリクエストに応えられる仕組み
と、経営的にはレベニューマネジメントを柱とした適切な収益
の管理などに取り組んでいきます。
そして、最も大切だと考えているのはヒューマンウェアを
通じた “ 内 ” と “ 外 ” のセールス活動ですね。“ 外 ” へのセー
ルスとしては、システムだけに頼らず、積極的に外に出て、
さまざまなパートナー企業やコミュニティとの関係づくりも
目的としたセールス体制を大切にします。“ 内 ” へのセール
スとは、お越しいただいたお客さまにリピーターとなってい
ただくためのセールス活動です。
目指しているのは、お客さまから好かれ、可愛がられるホ
テルスタッフがそろっていることですね。それこそ、さまざ
まな歴史や物語を背景に持つ日本青年館ホテルの目指す姿だ
と思っています。
ホテルのハードは決して５スターではありません。そして、
ホテルの特性からも５スターになってはいけないと思ってい
ます。しかし、ソフト、特にヒューマンの面では５スターで
す、と言えるようなホテルを目指し、そこに共感をしていた
だける方に集まっていただき、新たな物語を重ねていくホテ
ルづくりにチャレンジをしていきたいと考えています。

100年目に向けた
「第三代 日本青年館ホテル」の

開業に向けたチャレンジ。
ハードは 5 スターとは言えない。

しかし、ヒューマンで 5 スターを目指す！
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